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はじめに 
 

丹波の森研究所は、「丹波の森構想」（人・自然・

文化・産業の調和した丹波地域づくり）を推進する

シンクタンクや支援組織をめざして、平成８年

（1996 年）、財団法人丹波の森協会（現、公益財

団法人兵庫丹波の森協会）によって設けられました。  

中瀬勲所長を中心に、地域づくりに関する諸分野

に関する調査研究を行ってきましたが、平成 28 年

度をもって退任され、平成 29 年度からは、関西学

院大学の角野幸博先生を新所長に迎え、新たなスタ

ートとなります。 

また、平成 30 年度は「丹波の森構想 30 周年」

であり、また県政 150 周年となる節目の年度とな

ります。近年、少子高齢社会の到来とともに、将来

人口予測が出され、社会情勢の大きな転換期を迎え

ております。そうした変化に対応すべき新たな丹波

の森構想が模索されているところであります。 

今後丹波の森研究所としては、こうした社会的要

請に応えていくよう求められています。その意味に

おいても、丹波の森研究所としても新たな展開を図

るべきところにあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹波の森研究所の主たる業務は、地域づくりにお

ける相談、アドバイス、情報提供、学習会などを通

じた地域づくりの支援のほか、丹波の森づくりに関

する調査研究、講演や報告会などを通じた啓発・普

及、行政の施策・事業に関するアドバイザー協力を

行うほか、「たんば恐竜・哺乳類化石等を活かしたま

ちづくり推進協議会」の調査企画部分を担っていま

す。事業実施に当たっては、丹波の森研究所の登録

研究員 11 名で実施しています。 

 

 

■丹波の森研究所 所員  （平成29年3月現在） 

研究所所長 中瀬 勲（丹波の森公苑長兼務） 

研究所次長 長澤 光一（丹波の森協会事務局長） 

主任研究員 門上 保雄 

登録研究員 

山本 茂 

横山 宜致 

上岡 典子 

片平 深雪 

塩山 沙弥香 

谷垣 友里 

小橋 昭彦 

出町 慎 

門上 幸子 

豊嶋 尚子 

宮川 五十雄 
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１ 平成 28年度調査研究・活動報告 

 

丹波の森研究所は、丹波地域の地域づくり（活力

と魅力ある地域づくり）を自主研究・事業の中心テ

ーマとして、各地域の支援を実施してきました。 

近年、篠山市、丹波市ともに、小学校区（地区）

ごとに設置されたまちづくり協議会や自治協議会な

どを中心とする地域づくりが進められています。丹

波の森研究所は、このような動向を踏まえつつ、地

域・行政と丹波の森研究所が情報を共有しながら、

次の３つの側面から支援していくことを基本方針と

して、事業を実施しました。 

①地域づくり支援事業（アドバイザー派遣） 

②美しい村づくり支援事業 

③調査研究（受託業務を含む） 

 

 

１-１ 地域づくりアドバイザー派遣事業 

（１）篠山市篠山地区 

●協議会名称：丹波篠山ひなまつり実行委員会 

●協議内容：実行委員会コーディネート 

●派遣期間：平成 28 年 9～平成 29 年 3 月 

①平成 28 年 9 月 13 日 

   ②平成 28 年 11 月 9 日  

   ③平成 29 年 3 月 17 日 

 ●アドバイス内容等（9 月 13 日） 

 ・「イケメンを探せ」を実施予定。予めセレクトし

たイケメンのお内裏様を探し当てた人にプレゼ

ントの予定。陶々庵の栞づくりは、缶バッチに

なる予定。 

・例年同様、マップ作成予定。いきいきサロンに

協力を依頼。 

・村雲まち協との連携を将来目標としている。今

年度、平日のスタンプラリーに対応して、東雲

保健センターでまち協が対応できるかを検討。 

・丸山地区は、従前の例年通り。着物の洗濯費用

などかなりご厚意に甘えた部分があるので、着

物着付け体験は見合わせたい。産業高校のお茶

席も、参加者がどの程度確保できるか、昨年度

も不安視していたので、これも見合わせたい。 

・特別企画を考えるヒントとして下の配布資料に

示すＡ～Ｆの 5 案を助言。 

・Ｂ案～Ｆ案は何れも荷が重すぎるとの事で、従

前通り講演会を本年の特別企画とする。 

・日本遺産の補助金はノボリと講演で提出予定。 

・特別講演として、日本玩具博物館への依頼。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●アドバイス内容等（11 月 9 日） 

・願い札：京都造形芸術大学の高梨教授より「水

解紙」の無料提供を頂けるとの事で、従前に日

置、丸山、市野々などの川が近くにある会場で、

「流し雛」のようなプログラムを行ってはとい

う話が出ていた事から、再度、各会場のプログ

ラムとしての実施検討を提案した。 

これは、恋愛など願いや、体や習慣など直し

たいところ、水に流してしまいたい事などを、

水に溶ける紙に書き、人形や舟の形に織り、川

に流して願うというもの。但し、水性ペンの使

用や回収柵の設置など環境への配慮が必要との

点も付け加えた。 

・篠山女子の 雑貨あーと市：ポスター案では、

特別企画として１．おーぷにんぐ、２．雛学さ

んぽの 2 点を記載している。この１「おーぷに

んぐ」について、「おーぷにんぐ」を前面に出す

よりも、「篠山女子の 雑貨アート市」を前面に

出し、実行委員会全体のプログラムとしてはど

うかと提案した。これにより、ひなまつりが女

性の文化を照らし出す機会や、篠山女子の作り

手たちはじめとした市民の文化交流の機会とな

るとともに、経済効果も期待できるのではない

かとその意義を説明した。これに対し、１風呂
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敷などの和布での髪飾りやビーズの小物などを

手づくり品の出品や、手もみやネイルなどの女

子が体験したいものが篠山にある事、２．従前

より手づくり市として雑貨販売している市野々

会場としては、広く村雲などの協力を得て開催

しており、広く市内の出店を受け入れる事は構

わないとの事、３．運営は、ウィズささやまさ

んも関わっている「市民プラザ」に相談してい

ってはどうかという事になり、全体企画として

「雑貨アート市」に取り組む事への合意を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●アドバイス内容等（3 月 17 日） 

・ポスター関連：ウィズささやまさんで担当され

ている市観光サイトに飛ぶ QR コードとする。 

・日本遺産のマーク使用申請および市からデータ

頂戴次第にポスターを修正する。 

・QR コードは、市の許可が下り次第、修正する。 

・記念品は例年通りクリアファイルとする。絵柄

はポスター同様、稲畑人形とする。 

・JR の広報誌に掲載依頼を進める 

・全国ひなまつりガイドに掲載を依頼する 

・ポスターおよび総合パンフのデータが完了次第

各無料サイトへ掲載を依頼する 

・プログラム、マップの英語パンフを作成する。 

・丸山と市野々の 2 会場で、流し雛を体験プログ

ラムとして実施する。（上岡研究員）  

 

（2）丹波市春日町多利地区 

●協議会名称：里山ふれあいの森づくり委員会 

●協議内容：多利区営キャンプ場の活性化 

●派遣期間：平成 29 年 2 月 8～10 日 

①平成 29 年 2 月 8 日 

   ②平成 29 年 2 月 10 日  

 ●アドバイス内容等（2 月 8 日） 

 ・多利区営キャンプ場現況調査 

 ・渓流の景観や植物環境（苔など）は思いのほか

美しく、自然資源としての評価が高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●アドバイス内容等（2 月 10 日） 

 ・多利区営の日ヶ奥キャンプ場の活性化について

話し合った。 

・出席者の全員に「強み・弱み／出来ること・出
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来ないこと」をテーマに意見を募った。 

・その上で今後の方向性として、日ヶ奥渓谷・キ

ャンプ場についてはその自然度の高さを守る上

でも、まず地元住民によく知ってもらうこと、

年に一度は子供達やその親世代が積極的に参加

（楽しめる）方策を考える。渓谷の自然観察や

自然を活用したクラフト、バーベキューなど住

民参加型のイベントを検討する。 

・渓谷遊歩道も一部で劣化・損傷部も見られ修繕

が必要。 

・施設を整備すれば、その維持管理、コストが必

要となる。つまりリスクを負うと言う意味にも

なる。 

・今日の話し合いを踏まえ、委員会で再度検討し

地域で方向性を出すことが望まれる。 

（門上主任研究員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）丹波市青垣町神楽地区 

●協議会名称：神楽自治振興会 

●協議内容：小学校の閉校に伴う跡地活用 

●派遣期間：平成 29 年 2 月 26 日 

●アドバイス内容等（2 月 8 日） 

 ・篠山市での廃校活用を紹介。 

 ・住民自身か提案に責任を持つべき。 

 ・ビジネスチャンスでもある。 

（横山研究員） 

１-２ 美しい村づくり活動支援事業 

（平成 28年度 地球育ミュージアム研究会） 

●趣旨 

・丹後、但馬、丹波の、三たん地方の環境拠点が

連携し、相互啓発を図るとともに、環境保全、

環境学習、環境ツーリズム振興等、環境を活か

した発展と三たん地方の絆をはぐくむ事を目的

に、そのあり方を探求し実践する。 

●めざす成果 

①.基本サービスを磨く 

②環境学習の質の向上  

③環境ツーリズムの振興 

④地域の資源保全マネジメント 

●これまでの経過 

【Ｈ２６年度－関係づくりのステージ】 

・第 1 回（Ｈ26 年 8 月 5 日）見学/研究会立ち

上げ、方向性協議（於：琴引浜鳴き砂文化館） 

・第 2 回（Ｈ26 年 10 月 21 日）見学/管理運営

評価および会則について協議（丹波の森公苑,

並木道中央公園） 

・第 3 回（Ｈ26 年 12 月 9 日）見学/巡回パネ

ル展および会則について協議（山陰海岸ジオパ

ーク館） 

・第 4 回（Ｈ27 年 3 月 10 日）見学/手箒プロ

グラム体験/会則施行（丹後海と星の見える丘公

園） 

【Ｈ２７年度－議論を深め、研究会の社会認知を

はかるキックオフのステージ】 

・「巡回パネル展」の実施 

森公苑(H27 年 2 月)→琴引浜鳴き砂文化館→

海星公園→コウノトリ文化館→ジオパーク館

（H27 年７月） 

・第５回（Ｈ27 年５月１９日）見学/田んぼの学

校プログラム体験/環境学習について協議（於：

コウノトリ文化館） 

・役員協議（6 月１５日）研究会の２年目の進め

方について協議（於：丹波並木道中央公園） 

・第６回（Ｈ27 年 7 月 7 日） インバウンド活

動紹介、研究会のあり方、環境学習について協

議（琴引浜鳴き砂文化館） 

・「トークセッション」の開催（Ｈ27 年 10 月

25 日, パネルブース展同時開催） 

・第８回(予定 Ｈ28 年 2 月 16 日) 環境学習

について（話題提供 しまなみアースランド）、

次年度連携活動について協議（於:丹波並木道中

央公園） 
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●平成２８年度のあゆみ 

・H28.5.30 第１回 仮称）ヤング三たん（於：

丹後 海と星の見える丘公園 ）共同企画案とし

てクラフト＆スタンプラリーへのトライを合意 

・うみほし公園の園内見学ほか、各館３０分程度

の紹介および互いを知るワークショップを実施。 

・スタッフによる共同企画案を協議し、夏休みの

特別企画として、各館の体験プログラムとなっ

ているクラフトを生かし、クラフト＆スタンプ

ラリーへのトライを合意。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・H28.7.6 第２回ヤング三たん（於：コウノト

リ文化館） 

・クラフト＆スタンプラリーの詳細決定、クラフ

トボックスの試作品づくり 

・参加者：鳴き砂（松尾）、海星（野木）、コウノ

トリ（北垣）、森研（上岡、塩山） 

・クラフト＆スタンプラリーのプロジェクト名、

チラシ＆スタンプ台、思いで BOX の試作等を

実施。 

 

 

 

 

 

 

・H28.7.23（土）～10.30（日）第１期 

『但馬×丹後×丹波 ３ＴＡＮおもいでボック

ス＆スタンプラリー』を実施。 

 ・継続して第２期を実施中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今後について 

・｢３TAN おもいで BOX＆スタンプラリー｣は、

スタンプ台紙が残っていることから、来年の夏、

8 月３１日までを目安として、継続実施する。 

・本企画の集計においては、今後、共通のフォー

マットで記載し、巡回のルート等を把握する。 

 ・大人の三たんは宇治見学等今後の検討とする。 

・琴引浜・ネイチャークラブハウス見学 

・鳴き砂で新しいクラフトメニューとして予定さ

れる、｢UV レンジでつくる 微小貝入りペンダ

ント｣を体験。 

（上岡研究員） 

●｢高速道路利用観光地域連携推進プラン｣応募プ

レゼン資料 
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１-３ 地域づくり支援事業 

(1)丹波地域まちづくり交流会 

●テーマ：たんば交流新聞を作ろう！ 

・地域情報を発信する基本的なツールに関しての

考え方を深めるきっかけづくりを実施するとと

もに、地域を超えて具体的な紙面づくりを通し

て地域間の交流を図る。  

 ●日時等 

・日時：平成 28 年 12 月 3 日（土） 

13：30～17：00 

・場所：柏原住民センター 2 階会議室 

 ●講評 

・高嶋正晴立命館大学産業社会学部教授 

●協力 

・丹波地域の若手デザイナーおよびファシリテー

ター（計 14 名） 

●内容 

・第 1 部 たんば大編集会議 

小グループに分かれ、各地域から持ち寄ってい

ただいたネタを共有。それを元に、グループで

新聞としての構成を考え、見出しや記事を執筆。

デザイナーがそれを新聞の形態にまとめた。 

・第 2 部 育成講座を受講しての実践報告 

柏原自治協議会（丹波市）からは IT を活用した

勉強会と、企業と連携して行った情報発信実験、

アイデアソンの様子を、八上まちづくり協議会

（篠山市）からは養成講座で知った地図関係の

サービスを利用したスタンプラリーの実施状況

について報告があった。 

・第 3 部 完成！ たんば交流新聞 

完成した新聞をみなさんにご披露し、高嶋教授

より講評をいただいた。 

 ●交流新聞づくり講評（高嶋教授） 

 ・ワークショップで作っていただいた「丹波交流

新聞」いずれも力作のポスターが出来上がりま

した。「丹波ナイト未来新聞」のように、テーマ

の定まった見出しが印象的なものもありますね。

デザイナーさんやファシリテーターの人たちと

一緒にやってみてどうでしたでしょうか。一緒

に新聞づくりをすることで、考え方や進め方な

ど、普段と違っているところがあって色々と参

考になったのではないでしょうか。 

 ・今回の新聞づくりワークショップでは、単にこ

うして新聞を作って終わりではありません。気

づきというか、大事な点が幾つかあります。ま

ず、県内他地域と一緒に新聞を作るなかで、他

地域の取り組みの詳細、交流の進め方、仕組み

などを知ることで、また、自分たちの取り組み

や地域の魅力を改めて見直すことにもなり、こ

れまでの取り組みをより良くしたり、新しい発

想での交流を行っていくよい刺激が得られたの

ではないかと思います。他の地域がどんな取り

組みをどのように行っているか、そしてその取

り組みを地域の課題解決にどう繋げていってい

るか、ぜひ気づきを地域に持ち帰って今後の取

り組みに活かしてほしいと思います。 

 ・ポスターにのっている、丹波地域で取り組まれ

ている各交流プログラムは、どれも興味深いも

のばかりです。これらはおおまかには、農産物

や特産品などの「ものづくり」を手がかりにし

た交流、地域のお祭りなどの「ことづくり」を

手がかりにした交流に分けられます。こうした

交流をより有意義なものにしていくには、何の

ために交流を進めていくのかという点をいま一

度振り返ってみてほしいと思います。つまり、

「ものづくり」交流は、「この地域にはこんなえ

えもんあるで」というだけでなく、生産者と消

費者（訪問者）とが出会う絶好の機会に。他方、

「ことづくり」交流は、地域の担い手と訪問者

との出会いです。単なる訪問者から「こと」を

支えてくれる当事者へと変わってもらえるよう

な工夫があればと思います。また、「ものづくり」

と「ことづくり」を組み合わせたプログラムも

いいでしょう。いずれにしても、単なる交流に

終わらせずに、さらにその先を考えたより良い

交流プログラムづくりが大事になります。各グ

ループのポスターからそのための手がかりをぜ

ひ見つけてほしいと思います。 

 ・県民局にはぜひこのようなユニークで有意義な

機会をこれからも引き続き設けていただき、さ

らなる交流活発化に向けていっそうのサポート

をお願いしたいと思います。 

 ●参加者 19 名 

・丹波市：久下地区、上久下地区、生郷地区、成

松地区、柏原地区、春日部地区、新井地区 

・篠山市：今田地区、福住地区、大山地区、味間

地区、草山地区 

●結果概要 

・実際に新聞という形になるところに、ダイナミ

ックな情報交換ができたものと考える。ただし、

今回は時間が少ない中での実践だったため、デ

ザイナーにかなりの負荷がかかった。 
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■丹波地域まちづくり交流会（12 月 3 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）丹波篠山ひなまつりコーディネート事業 

●丹波篠山ひなまつりの特性 

 【団らん交流】 

・他の多くの雛めぐりイベントでは、商店の窓辺

あるいは一般家屋の玄関脇の小間に飾られた雛

人形を立ち止まって眺めるタイプのものが殆ど

である。丹波篠山では、家屋に上がらせて貰い、

畳に座して庭などとともに雛人形を鑑賞したり、

地元の人と話をしたりできる箇所が多く（福住

―さんば屋ひぐち・わだ家、日置―中立舎・さ

さらい、市野々―自治会館、丸山―公民館、城

下町―陶々庵、鳳凰会館 ８箇所）、女子の成長

を親族や近隣とともに祝う古来の姿に近く、足

を延ばして味わう価値のある時間を生みだして

いる。今後も、こうした訪問客と地元の人、あ

るいは訪問客同士が、雛人形や庭を鑑賞しなが

らゆったりとした時を持てるという座談の魅力

を持ち続けて頂きたい。 

【前例のない里山集落の雛めぐり】 

・他の雛めぐりは、限られたエリアの「城下町」

「宿場町」あるいは「商店街」などにおける開

催である。丹波篠山では、城下町や街道村だけ

でなく、丸山や市野々などの「里山集落」と今

田の「陶芸の里」など、市域全体に開催地が及

び、開催地のタイプが多様性に富んでいる。 

・なかでも市野々や丸山などのような｢里山集落｣

における雛まつりは、他の雛めぐりに例がない。

丹波篠山の雛まつりの大きな個性となるもので

あり、特に都市部や外国からの来訪者にとって、

里の美しさを座してゆったりと味わえる事は大

きな魅力であると思われる。 

・さらに市野々における、田んぼや里山などを含

め集落全体を会場とした展開は、雛めぐりとし

て新しいモデルを示されたと言える。 

【高い文化性】 

・拠点会場での千体雛など人形の数で魅せる、商

店街のショーウィンドに高度成長期の既製品の

雛人形が並ぶ、といった量を特徴とした文化性

の乏しいものも多い。丹波篠山では、豪商など

に見られる極めて豪華な雛人形はないものの、

今回クローズアップされた稲畑人形はじめ、江

戸から明治、大正、戦前頃までの、品格のある

古典雛が、城下町だけでなく、丸山、市野々な

ど縁辺地域にも数多く保存されていた。さらに

稲畑人形展や作家の講演会、今田の陶雛展示、

福住の手芸作品展示、丸山の雛人形コレクショ
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ン展示などが行われたことにより、丹波篠山の

雛めぐりは、文化性の高いものとされていた。 

●６つのキーワードからみた状況 

・６つのキーワード―「文化」「女子」「美―まち

なみ力」「繋がる―絆力」「食―味力」「体感―お

もてなし力」を開催前に提案させて頂いた。こ

れらの視点から、今回のひなまつり状況を捉え

てみた。 

●文化（文化力） ―篠山の育む文化を呼び覚まし、

奥深さを魅せる 

・多くの雛めぐりは〝千体雛や巨大雛で目を惹く

ショーウインドーに並ぶ雛人形の出展数を競う

といった、“規模”を目玉に集客を図るものも多

くみられる。これに対し、地域で豪商の古典雛

が開帳される雛まつり（京丹後市久美浜）や、

手づくり作品が展示される雛まつり（室津、亀

山等）、まち並み建築の特徴を活かした展示が行

われる雛まつり（日野町のさじき窓）などは、

普段は目にすることがない、まちの深みを見せ

る機会となっている。 

●文化面での課題 

・「物語」を伝える、ちょっとした説明サインを 

制作年代や○○家所蔵など、人形や展示物の物

語を伝える説明サインが、城下や市野々、福住、

日置などで置かれていた。 

・案内人がおられる事であり、全てに説明サイン

が必要というものではないが、地域の人の温も

りを伝えるものとして、会話のきっかけとして、

また地域自身で歴史や文化を見つめ直す機会と

して、他会場でもこのような説明サインを活用

して頂きたい。 

●文化面での今後の展開として 

・毎年、文化テーマを持つ雛まつりが、年中行事

であると同時に、地域の文化を表出する機会―

“篠山の文化祭”として位置取りできるように

なればと考える。このため｢稲畑人形｣だけでは

なく、「雛掛軸・屏風」「古典雛」「手づくり雛と

雛飾り」（作家や工房物、折り紙雛など市民の手

づくり雛や、つるし雛などの雛かざり）あるい

は「木と土の雛」「カワイイ」「和小物」｢雛天神｣

などの注目点を毎年設定し、拠点会場の企画や

クイズラリーなどの巡る仕掛けづくりなどを展

開することが考えられる。 

・篠山の個性として、「里山の雛まつり」のイメー

ジをより印象づける 

・篠山在住作家ではないが、里の風景や人の温も

りを人形で表現している｢高橋まゆみ｣や｢渡辺

うめ｣などの女性人形作家展を全体の企画展と

することができれば、里山集落の雛まつりとい

う、他にない篠山の雛祭りのイメージをより明

確に印象づける事ができるのではないかと考え

る。 

●繋がる(絆力)―地域間の絆を深める 

・雛まつりは、各地域がテーブルを囲み知恵を寄

せ合い、地域間の絆を深める良い場となったと

感じる。 

・城下以外の周辺会場に多くの来訪者がみられ、

丸山等から提案された「スタンプラリー」は、

７つの会場を巡って貰う事に大きな効果を果た

したと見られる。 

●地域間の絆での課題 

・互いに案内の周知・会議で共通認識となってい

た、城下から日置へ、あるいは雲部から市野々

へなど、互いに案内しあおうという点は、日置･

中立舎において福住や雲部への案内が行われて

いるのを見かけたが、大阪教育大の碓田先生か

らは、他会場への案内がもっとあっても良かっ

たという感想があった。 

・次年度は、こうした相互案内の意識を、役員だ

けではなく、住民一人一人に、今一度、周知を

図っていく事が大切と感じる。 

・事務局への負担は相当であったと思われ、無理

なく継続していくためには、各会場と有志の協

力が必要と思われる。 

●今後の展開として 

・巡らせる仕掛けとして、スタンプラリーのほか

篠山全体もしくは会場を広く展開している城下

町や市野々で、歴文４館で行われたようなクイ

ズ ラ リ ー  ‘○○ で 見 ら れ る お 軸 の 数

は？’‘案山子の博子さんを探せ’などの仕掛

けも考えられる。 

・また分散型の雛めぐりに対応するため、写真入

りの案内マップパネルなどを作成し、各拠点会

場においても案内しやすいかもしれない。 

・城下町会場だけでも広く見るポイントが掴みに

くい感じがあるので、昼食とセットにした半日

ウオーキングツアーなどがあっても良いかと思

う。 

●美（まちなみ力） ―まち並みの美しさを際立た

せる 

・福住、市野々、城下、日置の４つの会場では、

展示会場内だけではなく、まち並み全体を会場
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と捉えた演出が行われていた。 

・福住では、つるし雛やもち花による軒下や玄関

先の‘街道村のまち並み飾り’は、黒竹を使う

などまち並みに合った細やかな心遣いがあり、

短期間に数多くの飾り物がつくられた事に驚か

された。 

・市野々では、田んぼや里山、民家の縁側など集

落全体を会場とした展開が図られ、案山子によ

る誘導とともに場の物語づくりや、竹を使った

花飾りなども素晴らしかった。多くの案山子祭

りでは、沿道に一列に並んでいる場合が多い。

ここでは、例えば橋の欄干から川面を覗く案山

子、バス停に集う案山子など、風景に物語を与

え、人々を楽しませていた。 

・城下では、木製のサインプレートや絵手紙は、

人の温かみを感じるまち並み飾りとして好評 

を博していた。 

・日置では、着物のぼり旗と丹波篠山ひなまつり

と記したタレなど、展示会場周辺が美しく彩ら

れていた。 

・こうしたまち並みを魅せるという観点からは、

できれば集落が見渡せる高台に立地する丸山公

民館で、ベンチ周辺を、水仙等の花で彩ったり、

集落の案内サインを設置したりなど、眺望ポイ

ントとして活かして頂けたらと感じる。 

●体感（おもてなし力）―‘見るだけ’から、体

感と収益性のある取り組みへ 

●体感プログラムとして下記のものが行われた。  

・今田：陶雛の上絵付け体験 

・城下会場西町の陶々庵；折り紙栞づくり 

・城下まち会館：お茶席 

●収益につながる飲食・物販等としては、下記が

行われていた。 

・河原町鳳凰会館：甘酒、ひな団子販  

売 

・市野々：ぜんざい、カレー他、木の

おもちゃの販売 

・｢体験プログラム｣の種類は多くはな

いが、先に記載したように、福住、

日置、市野々、丸山や城下の陶々庵

など、伝統的な家屋の中に入れて頂

き、座談の交流の場がしつらえられ

ている事が、体感面としても優れた

点だと考えるので、こうした方向を

今後も持ち続けて頂きたい。 

・今田の絵付け体験は、手間がかかり

人数的に多く確保できない面もあると思うが、

体験プログラムとして大変良いものであると感

じた。福住の顔出しや市野々の石ころアートプ

レゼントなど、ちょっとした遊び心が来訪客を

楽しませていた。城下まち会館でのお茶席は、

山野草展に埋もれて解りにくかった事と、でき

れば和室のある場所で行えれば雰囲気のあるも

のになったのではないかと思われる。 

・｢食｣に関しては、どこで何を食べられるのか、

情報が得にくいのが課題と感じる。 

・｢パンフレットに食事処マップ等を差し込みで入

れる｣あるいは｢食事処、みやげ処をマップに番

号ではなくマークで入れ明瞭にする｣｢他のパン

フレットに比べ枠が大きい協賛の頁に、おすす

めメニューを写真入りで入れる、営業時間を明

記するようにする｣事も可能かと感じる。さらに、

できれば協賛各飲食店がお雛様特別メニューを

提供するように呼び掛けていければと感じる。 

・市野々や福住、城下などでは、主催者側が楽し

ん行事を行われているのが伝わり、訪れた側も

一層楽しい気分にさせていた。｢おもてなし｣と

は、訪問客をせったいする事ではなく、その地

の恵みに感謝して、訪れた人と地域の人とが共

に楽しむ事だという事を改めて認識させられた。 

●情報発信 

・新聞各社への情報提供ほか、フェイスブックへ

の掲載など、各会場が情報発信につとめた事が

今回の集客につながったと思われる。今後の情

報発信への取り組みとして、下記等を検討して

いきたい。 

・各会場の企画決定時期を早め、篠山 ABC マラ

ソンに間に合わせるなどにより、雛祭りの前の

イベントでパンフレットを配布する。 
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（3）企業と住民の協働による企業の森・里づくり 

●目的 

・本事業は、平成 19 年度から平成 25 年度にかけ

て丹波県民局が実施してきた「企業と住民の協働

による企業の森づくり事業」の後を受け、活動が

継続される6地区の森づくり協議会の活動を支援

することを目的としている。 

・なお、篠山市の「曽地中里の山づくり協議会」（地

元：篠山市曽地中地区、企業・団体：特定非営利

活動法人エコラ倶楽部）での森づくり協定期間（平

成 21 年 4 月～平成 26 年 3 月）の終了を受け、

本事業での支援対象地区は 5 地区となった。 

●サポート対象地区 

・平成 28 年度 企業と住民の協働による「企業の

森・里づくり」事業におけるサポート対象地区は、

下記の森づくり協議会である。 

①油井鎮守の森を守る会 

（地元：篠山市油井地区、企業・団体：三菱電機株

式会社神戸製作所） 

②篠山宮代の里森林保全協議会 

（地元：篠山市宮代地区、企業・団体：(株)阪急阪

神交通社ホールディングス） 

③遠阪アサヒの森づくり協議会 

（地元：丹波市青垣町遠阪地区、企業・団体：アサ

ヒビール(株)西宮工場） 

④神船・大名草の森づくり協議会 

（地元：丹波市青垣町大名草地区、企業・団体：三

菱重工業(株)神戸造船所） 

⑤甲賀の里森づくり協議会 

（地元：丹波市氷上町成松連合区、企業・団体：東

洋電機株式会社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●サポート日程 

・平成 28 年 4 月 6 日 

遠阪森づくり協議会（打合せ） 

・平成 28 年 4 月 9 日 

油井鎮守の森づくり協議会（活動日）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 28 年 5 月 14 日 

遠阪アサヒの森づくり（活動日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
③アサヒビール㈱ 

④三菱重工業㈱ 

①三菱電気㈱ 

NPO 法人エコラ倶楽部 

（協定期間満了で終了） 

②㈱阪急阪神ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 

⑤東洋電機㈱ 



平成 28 年度丹波の森研究所報告 

12 

・平成 28 年 5 月 27 日  

甲賀の里森づくり協議会（打合せ） 

  

・平成 28 年 5 月 28 日 

油井鎮守の森づくり協議会（活動日）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 28 年 8 月 31 日 

神船・大名草森づくり協議会（打合せ）  

 

・平成 28 年 11 月 3 日 

神船・大名草森づくり協議会（活動日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 28 年 11 月 19 日 

油井鎮守の森づくり協議会（活動日） 

 

・平成 28 年 12 月 17 日 

油井鎮守の森づくり協議会（活動日） 

 

・平成 29 年 3 月 7 日 

  甲賀の里森づくり協議会（活動日） 
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２ 調査研究 

２-１ 自主研究助成「丹波地域の古民家再生・

利活用についての基礎調査」 

●研究の背景と目的 

・平成２５年住宅・土地統計調査結果によると全国

の空き家総数は約８２０万戸にも及ぶ。同調査結

果によると丹波市の空き家戸数は約４２９０戸

（１６．１％）、篠山市は約２９６０戸（１６．５％）。 

 この数字は、空き家を「課題」として捉えるか、

「資源」として捉えるのかによって大きく姿を変

える。空き家バンクの設置などで空き家を移住定

住促進の手段として活用する動きは活発化してい

る。一方、空き家を抱える地域側の視点に立てば、

増え続ける空き家を、「地域での暮らしを楽しく元

気にするための資源」として活用しようという動

きはまだまだ少なく、地域で活用するノウハウが

不足している。 

・本研究では、空き家を「地域での暮らしを楽しく

元気にするための資源」として活用するための知

見を得ることを目的に、全国で取り組まれている

先進事例の視察調査を行う。そして、地域が主体

となって自分たちが暮らす地域を楽しく元気にす

るために空き家を活用していく機運の醸成につな

げることを目的とする。 

●事例 1：空き家活用サークル「佐治倶楽部」 の取

り組み/兵庫県丹波市青垣町 

【活動の立ち上げ】 

・2006年9月 日本建築学会近畿支部120周年記

念事業「美しいまちをつくる・むらをつくる」設

計競技が実施。兵庫県丹波市青垣町佐治の宿場町

を敷地にまちづくりの「シナリオ」を提案する設

計提案競技の開催。関西大学建築学科建築環境デ

ザイン研究室の提案が「丹波市長賞」を受賞。そ

の提案を具体化していくことに。 

・2007年7月 関西大学が空き家を借りて「関西

大学佐治スタジオ」を開設。毎週末、空き家リノ

ベーションなどの活動を実施し、多くの学生が関

わり続ける定住を実践。 

・2009年度 住民主体による空き家活用の仕組み

の検討開始(国交省「住まい・まちづくり担い手事

業採択) 

・2010年度 佐治倶楽部立ち上げに向けた社会実

験の開始。 

・2011年1月 佐治倶楽部設立（当初は20名） 

【空き家の再生手法】 

・空き家リノベーションプログラム 

・関西大学の学生と協働し、地元の工務店や建築の

専門家の支援を受けながら、自力改修で行う。 

空き家の改修現場を周囲に対してオープンにする。

だれでもいつでも現場見学可能 

 活用方法を地元の方々と検討するワークショップ

も改修前から改修後にかけて実施 

 若い大学生が地域に関わり、地元の方々と交流を

深めることを大切にしている 

・アイデア貯金 

 空き家を活用してまちや暮らしを楽しくするアイ

デアを貯金するワークショップを随時開催 

・改修資金 

小さな改修事業(10 万円規模)⇒佐治倶楽部の自

主財源(会員の年会費、空き家の利用料などの収益

事業) 

大規模な改修⇒国や市兵庫県、丹波市の補助制度

を活用して実施 

【空き家の流通・確保】 

・関西大学佐治スタジオは、当時の市役所担当者が

青垣町出身者で、その方が地域内で空き家に関す

る情報を集め、空き家リストを作成。7 件ぐらい

の候補の中から、立地、建物の規模、建物の程度、

条件、家主さんとの関係など様々な条件を比較し

て選定した。 

・歩き回って、良さそうな物件があったら家主や近

所の知り合いに相談する 

・空き家所有者から空き家活用の相談が来る 

・2016 年度より丹波市空き家バンク「住まいるバ

ンク」スタート。空き家の情報収集。 

・2016 年度より「TAMBA 地域づくり大学」とい

う事業で、空き家まちづくり学を担当⇒空き家を

地域で活用する担い手作り 

【空き家を生かしてまちを面白くする仕組み】 

・若い大学生が丹波に故郷のように関わり続ける拠

点として空き家を活用。関西大学の大学生が滞在

型の講座やゼミ合宿などを開催する 

・「ないものは自分たちで作る」空き家を使ったチャ

レンジショップの実施。佐治倶楽部の会員が、カ

フェ(週 3 日や月 2 回、毎週月曜など)や月末ＢＡ

Ｒ、花屋さん、茶道教室、パン屋さんなど 

・地元の高校生たちがまちに関わる仕組みとして空

き家を活用する。県立氷上西高校のまちづくり部

の生徒たちと空き家センバヤの活用に取り組む。 

・プロセスオープン型空き家リノベーション 

 空き家の改修作業自体が、まちを元気に楽しくす

るようなきかっけにする。 
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事例 02 尾道空き家再生プロジェクト/尾道市 

ヒアリング：豊田雅子（NPO 法人尾道空き家再

生プロジェクト代表/主婦） 

●活動の立ち上げ 

・現在ＮＰＯ代表を務める主婦の豊田さんが、次々

と空き家になり、朽ちていく尾道の建物やまちな

みに危機感を抱き、坂の町に建つ一軒の空き家(通

称ガウディハウス)を購入し、大工のご主人と一緒

に自力で再生に取り組み始めたのがきっかけ 

・一人の市民の「尾道のまちなみや建物を守りたい

どうにかしたい」という熱い想いから始まってい

ることはとても重要で意味のあることだと感じた。

よく「空き家を活用したいが、なにから始めてい

いか分からない」といった「空き家活用の始めの

一歩」を踏み出せない話を聞くが、豊田さんの行

動力とブログで毎日発信するという小さなことか

ら始める姿勢は大変参考になる 

・ガウディハウスの再生の様子を毎日ブログで発信

し続けていた 

・ブログが反響を呼び、少しづつ活動に賛同するメ

ンバーや専門家が集まり始め、プロジェクトが動

き出した 

・尾道の茶園文化や歴史的背景、坂の町という特異

な環境といった要素もあるが、小さなこと、今で

きることを継続的に積み重ねていくことが大事 

●空き家の再生手法 

・「車が入れない」坂の町尾道の逆境を活かす 

  バケツリレーで空き家の荷物出しや解体資材の

運搬を行う、建築材料の現場搬入を行うことで、

必然的にマンパワーが必要になる協働型の改修作

業になる。⇒たくさんの方々を空き家の再生プロ

セスに巻き込むことが出来る⇒巻き込まれること

で、尾道に関わり続けるきっかけになる⇒作業を

通じて、コミュニティの魅力など町の様々な側面

に触れることで、移住定住につながっているよう

だ。逆境をチャンスに変える発想力と行動力が重

要！！ 

・合宿形式で、全国から空き家の再生に取り組みた

い学生社会人が集結 

・「尾道空き家再生！夏合宿」⇒1週間の滞在で参

加費48,000円、レクチャーや講師陣が手厚

い！！ 

・ＮＰＯのメンバーに建築の専門家、左官屋や数寄

屋大工など職人がいる。 

・「尾道建築塾 たてもの探訪編」や空き家再生作

業等、単なる空き家再生に留まらない活動の展開。 

・空き家再生に取り組むメンバーは多種多様な人材

で構成されている方が重い白い。 

・空き家の流通・確保 

・独自の定住移住相談や暮らしの相談を行ってきた

実績 

・移住までのサポートは全国各地で行われている事

業だが、移住してきた方々が、その後暮らしてい

く際のサポートをしている事例は少ないのではと

思う。移住後の改修サポート、引っ越しのサポー

ト、荷物の片付けサポートなど移住後もずっと尾

道江暮らしていけるように物理的にコミュニティ

的にサポートしている 

・尾道市の空き家バンク：尾道市とＮＰＯが共同で

空き家バンクを運営している 

・市内の不動産屋では流通にのりにくい、山手地区

の空き家を対象にしている 

・どこの地域でも課題となる、民間の不動産会社と

の「折り合いのつけかた」⇒尾道では坂の上、車

が入れないという逆境がプラスの作用を与えてい

る。環境が必然的に折り合いをつけてくれるケー

ス。民間の不動産が手を付けたがらない物件、エ

リア、条件をうまく読み解く必要がある。チーム

に不動産関係者がいるとベター。 

・空き家を生かしてまちを面白くする仕組み 

・ゲストハウスの運営「うなぎのねどこ」「みはら

し亭」 

・空き家を再生し、ゲストハウスとカフェを運営。

普段から人が集まる仕掛けづくり。 

・空き地公園で「空き地再生ピクニック」の実施 

坂の町なので公園が少ない、また坂の町は接道条

件が整っておらず、家屋が解体されてできた空き

地は活用方法がない。その使い道のない空き地を

公園として整備している。空き家の再生と同様、

地元の子育て家族と一緒にピクニックをしながら

楽しく公園を整備していく事業を行っている。空

き家だけでなく空き地も含めた「空き空間」をど

うするかという課題解決の好例。 

・移住定住を検討している人向けに、1週間単位の

坂の町お試し移住体験住宅の整備運営 

・地元の大学ＯＢと協力し、アーティス・イン・レ

ジデンス＝AIR CAFE 

・尾道大学で芸術関係を学ぶ学生ＯＢたちが中心に

なって活動。海外からもアーティストが来て、尾

道のまちを題材に製作。 
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事例03 門前町における空家活用の仕組み/長野市 

ヒアリング：増澤珠美（長野・門前暮らしのすす

め/ナノグラフィカ) 

●活動の立ち上げ 

・1992年 信州大学を卒業後、長野市の繁華街に

ある「ライブアートスペース権堂ネオンホール」

の運営に参加するようになり、作品発表の場とし

て使い始めたのがきっかけ。 

・大学を卒業したら東京へ行くが当たり前だった時

代に、「長野もいいとこだよ！東京に行かなくて

もいいやん」という想いで地元長野でも東京に負

けないくらいの魅力ある暮らしを発信していた。 

・「自分の暮らす地域で、より豊かに楽しく暮らす

ために活動する」という視点が大事だと感じた。

観光客や移住定住を促進することに活動や成果を

求める傾向にある中で、「暮らしの豊かさ」を高

めていくという方向性が重要だと確信した。 

・2003年 長野の魅力を発信するために編集室が

必要だろうということで、ナノグラフィカを門前

の空き家を借りて設立。 

・空き家の活用が第一目的ではなかったが、門前の

まちなみ、風情が好きだったので、門前の中で事

務所を探していた 

・現在、ナノグラフィカは情報収集発信の役割とし

て喫茶スペースを運営、2階では増澤さん家族が

居住。 

・2009年 長野・門前暮らしのすすめがスタート 

同時期に、空き工場を改修したシェアオフィス「カ

ネマツ」設立 

・増澤さん曰く、2009年は門前のターニングポイ

ント。同時多発的に様々な人が集まり、様々な活

動が出てきた。 

●空き家の再生手法 

・門前暮らし相談所+空き家見学会/2009年からス

タートし2017年3月時点で66回目⇒毎月1回開

催。 

・門前にある空き家を見学するためのイベント。運

営側で、勝手にピックアップ(ここがミソ)した物

件４，５軒を見学して回るというイベント。門前

にどのような空き家や空き部屋があり、どういっ

た状態かを知ってもらうことが目的なため、建物

の詳しい説明や大家さんの紹介はしていないとの

こと。 

・民間の不動産業界との線引き、宅建法に抵触しな

い範囲での活動とするため 

・空き家か空き家へ移動する間に、地元の方々と立

ち話してみたり、街の雰囲気も感じてもらえるこ

とが大きなポイント。 

・「特にお金が無くても、すぐできる」のがいい。

どこの地域でも真似できる手法だと感じた 

●門前暮らし相談所 

・空き家見学会に参加して、気に入った空き家が見

つかったら「門前暮らし相談所」に登録してもら

い、大家や不動産屋の紹介 

・CAMP不動産として物件探しから、設計施工、運

営企画まで実施ており、リノベーションの実践を

担っている 

・門前で活動しているキーマンに建築家や不動産関

係が多いのが印象的だった。競合はないよう。 

●空き家の流通・確保 

・長野・門前暮らしのすすめによる空き家見学会 

長野・門前暮らしのすすめのメンバーで、空き家

探しを行い、大家さんと見学会に使わせてもらう

交渉を行っている。2009年から始めて、毎月1

回のペースで実施しているため、かなりの数の空

き家情報を持っているようだ。民間の不動産会社

との事業線引きや宅建法に抵触しないように事業

の実施形態、目的などを検討する必要がある。 

●CAMP不動産としての空き家確保 

・上記、長野・門前暮らしのすすめは公民館事業な

ため、空き家探しの際に深く踏み込めないのが実

情。空き家見学会での使用することを渋る大家さ

んに対して、粘り強く交渉する時間と人手が足り

ない。それに対して、CAMP不動産は事業として

空き家物件を交渉できるので、長野・門前暮らし

のすすめのメンバーでは、口説けなかった空き家

が流通するようになっているとのこと。 

・空き家活用を進めるチームに、不動産業者が入っ

ているのは必要なこと⇒個人事業主に近い形で不

動産業を営んでいる人の方が自由度がきくような

気がした。 

●空き家を生かしてまちを面白くする仕組み 

・毎週、門前のことを考える定例会議がある文化性 

行政やまちづくり会社、民間など多様な主体が同

時多発的に活動を展開している門前において、主

体間の情報共有の場があるということが重要。毎

週必ず開催しているという持続力に驚く…定例会

の運営の仕方が、堅苦しい会議になっていないこ

とがポイントか。参加義務もなく、だれでも参加

できる「オープンな交流の場」の設定が、継続性

の鍵。 

・門前暮らし相談所による、移住定住や空き家を使   
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った開業等に関する事前相談の仕組みから、アフ

ターケアや情報共有の場、まちづくりへの参加の

機会が用意されていることが、門前に人が集まり、

暮らし続けている仕組みになっている。 

・尾道での事例と同様に、移住定住、開業後のアフ

ターケア、暮らしサポート、ネットワークづくり

の仕組みが必要だと感じた 

・ながの門前あるき…まちの住人が門前のまちを案

内する。毎月4回年間48人の住民が企画するまち

歩き。巻き込み力が凄い 

・空き家だけでなく、空き地を活用したマーケット

の開催など、町全体を使った取り組みが多い 

 

事例04 空き家をシェアして活用する/塩尻市 

ヒアリング：山田崇（長野県塩尻市役所) 

●活動の立ち上げ 

・2011年から塩尻市の中堅若手職員の勉強会「し

おラボ」が定期開催 

・2012年の「しおラボ」にて、「商店街のことを

考えるなら、自分たちで住んでみないと分からな

い」という提案がきかっけで商店街で空き家を借

りることに。 

・塩尻市の中心地に位置する大門商店街にある空き

家を借りて、50名ほどの若手職員有志が月

1,000円づつを出し合い、運営費を捻出するカタ

チで「nanoda」が設立 

●空き家の再生手法 

・基本は「掃除」。大きく改修するのではなく、ま

ずは掃除をして使い始める。 

・お客さん扱いしない、活動nanodaを運営するル

ールは2つあって「来た時よりも美しく」「自分

で率先して動く」。管理人がいなければ回らない

拠点ではなく、関わるメンバー個人個人が空き家

の運営に責任をもってかかわる仕組みが出来てい

る。 

・視察に行った我々も、とにかく掃除をした。その

結果、メンバーとも仲良くなれ、nanodaという

場所に愛着が生まれ、自分の「居場所」という感

覚を覚えることが出来た。 

・空き家を活用する際に問題となるコーディネータ

ー問題、維持管理問題を克服するヒントがあるよ

うに感じた 

●空き家の流通・確保 

・商店街の店主たちとのネットワークを活かす 

※空き家の確保する具体的な手段などはヒアリング

できていない 

・nanodaでの活動がきっかけとなり、商店街内で

2軒ほどの空き家が活用されたようだ。そのうち1

軒は設計事務所などが入るシェアオフィスとして

の活用を行っている。 

●空き家を生かしてまちを面白くする仕組み 

・「商店街の賑わいを創出する」をテーマに「○○

なのだ」でイベント実施。「朝食なのだ」「ワイ

ンなのだ」などネーミングが面白い、分かりやす

い。「朝食なのだ」は出社前にみんなで朝ご飯を

nanodaで食べて、それぞれの仕事にいく。毎朝、

nanodaを開けることが重要とうことで実施。実

際に町の様子を肌で感じることができたようだ 

・毎日、開け続けるということはとても重要。次第

にご近所さんとも信頼関係が築けてくる。 

・子供食堂など「やってみたいこと」にチャレンジ

できる場所 

・「空き家をお掃除なのだ」では、商店街の空き家の

掃除を通じて、大家や商店街の方々と意見交換し、

商店街の課題などを聞かせてもらっている。空き

家の活用が「目的」ではなく、地域の課題を解決

するための「手段」、地域を元気にするための「手

段」であることが重要。 

 

事例 01 空き家活用サークル「佐治倶楽部」 の取

り組み/兵庫県丹波市青垣町 
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  ■衣川會舘の外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例 02 尾道空き家再生プロジェクト 

 ■空き家再生物件：ゲストハウス「みはらし亭」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■空き家再生事例：ネコノテパン工場 

・小さなスペースを上手に利用して、パン焼き工

房と一人づつしか入れない店内がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例 03 門前町における空き家活用/長野市 

■ナノグラフィカ 

築 100 年の町家をリノベーション。1 階に喫

茶スペース、2 階に増澤さんの居住スペース。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■藤田九衛門商店 

店主自ら、空き家リノベーションした事例。鯛

焼きではなく「鯉焼き」の型を開発し、販売。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出町研究員） 
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２-２ 自主研究助成「新たな丹波の森構想に

向けての基礎調査」 

●研究の背景と目的 

・平成 30 年度に丹波の森構想 30 周年を迎えるに

あたって、平成 28 年度丹波の森研究所大学では

「再び丹波から発信する地域創生」をテーマとし

て、先進的な地域づくりに取り組む講師陣による

講義が行われた。 

・本研究では、こうした状況を受けて、講義録をま

とめ、その中から今後の丹波地域における新たな

地域づくりの方向を見出すことを目的とした。 

●講義概要 

・第 1 回：丹波からの地域創生 

   講師：中瀬勲（人と自然の博物館館長、丹波の   

森大学 学長  

・第 2 回：ふるさとの姿を考える 

  講師 ：角野幸博（関西学院大学総合政策学部教 

授）  

・第 3 回：大地を見直し地域を元気する活動：ジオ

パーク 

  講師 ：先山徹（兵庫県立大学大学院地域資源マ 

ネジメント研究科准教授）  

・第 4 回：地域や人材の多様性を活かした地域づく

りの可能性～新潟中越地震被災地の復興

から考える～ 

  講師：澤田雅浩（長岡造形大学建築・環境デザ 

イン学科准教授）  

・第 5 回：公開講座「地域創生フォーラム」 

  ■コーディネーター 

   丹波の森大学 学長 中瀬 勲 

■パネラー 

   関西学院大学総合政策学部教授 角野 幸博 

   丹波県民局県民交流室参事 西岡 正博 

   篠山市創造都市推進係長 小山 達明 

   丹波市地方創生戦略係長 福井 誠 

・第 6 回：中山間地域における集落動向と地方創生 

  講師：作野広和（島根大学教育学部共生社会講 

座教授）  

・第 7 回：獣害対策を通じて地域を創る 

  講師：清野未恵子（神戸大学大学院人間発達環 

境学研究科特命助教）  

・第 8 回：新しい価値の発見“渦潮” 

  講師：山口平（うず潮を世界遺産の会にする淡 

路島島民の会事務局長）  

・第 9 回：現地学習 

 長浜・黒壁スクエアオ ほか 見学 

・第 10 回：新たな地域づくりの世界 CSV 地域 

イノベーション企業増加町 

  講師：金岡省吾（富山大学地域連携推進機構教 

授 / 副機構長 地域連携戦略室長）  

・第 11 回：人と自然の共生を考える 

  講師：岩槻邦男（人と自然の博物館名誉館長）  

 

●新たな丹波の森構想に向けて 

【国土のグラウンドデザイン】 

・対流促進型国土の形成 

・コンパクト＋ネットワーク、ダイバーシティ、コ

ネクティビシティ、レジリエンス 

・注目は「小さな拠点」。拠点は、どのように成立す

るのか。それを丹波に置き換えた時に小さな拠点

がたくさんあります。ただ、色々とある中で、そ

れをどうやって支えていくか、経営していくのか。

それが重要です。 

・旧集落の中心部は、閉鎖的なマーケットで、事業・

顧客が一体型のムラ社会型です。ある特定のグル

ープの中でクラブのようなものを作り、その拠点

となっているような「クラブ社会型」というのも

あります。NPO のようなところが運営している

拠点もあります。どれが良いとか悪いとかではな

く、この 4 つの拠点をどういう仕組みで支えてい

けばいいのか。施設を作ってから、それをどう運

営するかではない。 

・いろいろな経済活動を 1 か所に集めようとする集

積力と、それを分散しようとする分散力という 2

つの力のせめぎ合いで自己組織化が起こり、安定

的な空間構造ができる。それが不安定化すると、

新しい空間構造にうつっていく。（経済学者の藤田

正久先生） 

・集積力と分散力：バランスの中で、どこかで何か

が集積する。そのバランスが崩れると、その集積

力は別のところに動く。小さな拠点においても常

に動く可能性がある。それを繋ぎとめるためのシ

ステムを考えなければならないという事。クリエ

イティブクラスを支えるためにも文化の拠点とい

うのも必要となる。 

【地域再生に寄与する拠点とは、魅力とは】 

・丹波地域を含め、兵庫県の内陸部にどのような拠

点をどういう形で作り、運営すれば、地域再生に

寄与することが出来るか。 

・拠点の魅力づくりのヒントとは。 

・いろいろな暮らしぶりができる、そのための器と

しての住まい。 
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・「サードプレイス」といは。 

・サードプレイスとは 3 番目の場所です。1 番目と

2 番目があります。１番目の空間は家庭です。2

番目の空間は職場です。近代化というのは職場と

家庭が離れていくプロセスでもありました。昔は

お店の裏に住んでいる、住んでものづくりをして

きました。サラリーマンというライフスタイルは、

働く場所と住む場所を切り離しました。高度経済

成長期になると、家庭と職場の距離がどんどん遠

くなってきました。その一方で、家と職場を行き

来するのが嫌になります。第 3 の場所が欲しくな

る。その第 3 の場所が高度経済成長期には職場の

近くに出来ました。いわゆる酒場です。 

・ところが、人口が減ってくると、それだけではな

いよ、ということになります。遠く行った人がも

う一度、都市部に戻ってくる。第 1 空間が職場の

近くに動き始める。あるいは、職場の近所の第 3

の空間であった酒場が、違う場所になってくる。 

・この第 3 空間というのが、ものすごく多様化して

いっています。こういう場所を地方都市にどのよ

うに作ることが出来るのか。そこが拠点になるの

ではないか。 

・民族の中でハレとケという概念がある。普通の場

所に、そういう場所があると暮らしの拠点になり

ます。もちろん、人口が少ないので、常設で出来

るかはわかりません。昔の農村社会ではだから祭

りの日がありました。仮設の空間というのも、案

外成立するかもしれません。ハピネスマーケトや

若い人たちが中心となって動いている活動です。

本人たちは意識していませんが、こういう流れの

中にあるのだろうと思います。 

・この 2 つの事だけではなく、ネットワークのあり

方。色々な繋がりがあるということが大切だとい

うことです。単なる末端かもしれませんが、それ

がテーマによっては全部の拠点になる事もあり得

るということです。丹波の中にこういう場所がど

のように作り出すことができるか。もう少し皆さ

ん、具体的な場所を思い浮かべていただきたい。 

・ネットワークの議論をしていくと、交流という言

葉をよく使います。交流という言葉は 4 全総を検

討している時によく使われました。90 年代の前

半に交流人口論というのが盛んになりました。夜

間人口や昼間人口を増やしたいが、難しいと。そ

れだったら、一層の事、別に定住、毎日通勤して

もらわなくても、そのまちに関わってくれる人を

増やしたいうのが交流人口論です。その一環で、

ふるさと村民制度というのを全国のいろんな町や

村が取り入れました。兵庫県にもいっぱいありま

した。その中でも、旧西紀町は有名でした。しゃ

くなげ村を作りました。それが、90 年代にたく

さん出来ました。ところが、あまり今は聞きませ

んね。なぜ廃れたのでしょうか。疲れ果てたから

です。サービス、おもてなしをし過ぎました。都

会から来た人をもてなして、特産品を贈るという

事をやっていました。都会の人からすると、特定

の町を疑似的な故郷としたいと感じる人がいます

が、ふるさと村民制度では、こちらではこれを貰

えるけれど、あちらはもっとたくさん貰えるとい

う議論になってきました。というので、ちょっと

忘れられていきました。 

・そうこうしている時にふっと湧いたのが、ふるさ

と納税です。4 全総の時にもふるさと納税の考え

方はありました。住民税を自分の好きなまちに納

税する仕組みが出来ないだろうかと。特に都会に

行っている人が、自分の出身地に住民税を収めた

いと、20 年前から議論がありました。その時は

無理だという話しでした。ところが数年前からふ

るさと納税が出来ました。それはそれで、また同

じように同じような事が起きました。返礼品の競

争が起きています。本来であれば、税金として、

どこかの自治体に納まるものが、トータルで言う

と納められていませんね。右下のグラフを見てく

ださい。地方税収入とふるさと納税を比較したも

のです。小さな町ほど、地方税収入よりふるさと

納税の方が多い町が出てきました。それは、地方

によってはチャンスです。こんな動きもネットワ

ークとか交流とかと拠点と関係してきます。 

【まちづくりのプロセスの変化】 

・まちづくりの潮目が変わってきている。今までは

計画する人、作る人、使う人がいた時に、計画し

て、作って、使うという流れでした。人口が減り、

まちの考え方が変わっていくと、逆転が起こって

きます。 

・使う人が、ここで何をするのかを考え、動きを始

める。それを仮設でするのを常設にしてみようか

と、使う人が最初に言い始めて、それで作ってみ

ようかと。それが出来るのであれば、都市計画や

まちづくりの中でそれを位置づけようと、計画す

る人が位置づけると。そういう逆転現象が起こっ

ています。 

・計画する人、作る人、使う人は今まで分業してき

たのが、どんどん一体かしていきます。まさに共
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同化していく。官民の連携とか、共同だけではな

く、計画する人、作る人、使う人の共同がまさに

各地で起こっています。みんなが特定のまちづく

りのプロジェクトの当事者になっている。 

・私もいくつかのまちの総合戦略作るのに関わって

います。それを見ていますと、固有性や個性を意

識していますが、逆に共通の課題やテーマがよく

見えてなかったりします。それから、自分の町の

事しか考えていない。ネットワークをするという

事に無頓着な総合戦略が多いです。 

・丹波の魅力はもともとネットワークしていた魅力

だと思います。今の丹波市になる前の旧町もあり

ます。色々なものが繋がっていた。全国から見る

と丹波は、京都の丹波と兵庫の丹波と区別がつい

ていません。そこまで繋いだネットワークの集積

としての丹波があるんだという事です。氷上だけ

でも多紀だけでもないし、兵庫だけでも京都だけ

でもなく、大丹波というのがあって、バラバラに

動くのではなくて、繋がればすごい情報発信力が

あるのになと思います。 

・計画する人、作る人、使う人という当事者が一体

化していくよと申し上げましたが、たくさんの小

さな当事者を発掘していき、つなぎ合わせていく

ということ。その中で小さな渦を丹波の中に、た

くさん作り出していく。これは馬場さんという全

国的に面白い事をしている専門家がいます。その

彼の言葉で言うと、小さな産業の渦です。渦をた

くさん起こしていく。それが、いつの間に繋がっ

ていきますよと。そこから地方創生を考えてみる

という事もあるのではないでしょうか。 

【地方の地域活性化について】 

・地域で言われているのは人口が減ってきている。

みなさんも感じている。子供が少なくなってくる。

高齢化社会にどう対応していくのか。 

・最近地方が最先端と言いましたが高齢化の中の介

護。どうやって高齢化社会を作り始めますか。地

域資源を生かしてブランドを作りましょう。活性

化する仕組み。今求められているのがこれです。

先ほどのガルテンの人たちもソーシャルビジネス。

地域ビジネス。お母さんたちが作り始めたのも地

域ビジネスです。 

・人口がこれだけだと、その中で生きていく。人口

減少は仕方がないその中で、この課題を考えてい

きましょう。 

・お金を稼ぐと孫に。東京は 700 万、800 万もら

えるかもしれない。富山では 300 万、400 万し

かない。農産物をもらえばいいんです。昔は地域

開発。1990 年には地域開発と言っていた。戦後

の焼け野原を考えてください。三陸でも津波でど

っと全部なくなった。その時に考えたことは生き

ることです。次どうするか。住むところ。あるい

は食べるところ。昔は人口を増やしていく、お金

を稼いでいく、それを考えていくと産業を作ると

か、港を作るとか、食べていく仕組みを作ってい

た。こういった世界で広がっていった。人口が伸

びていく。 

・地域を再生していく活性化していく。10 年前か

ら地域の資源を使って何かをやっていこうと。こ

の図、長野県の下条村。道路は住民が作ります。

幅の広い道路は整備してくれる。除雪すると穴悪。

整備してくれない。材料代は払います。自分で道

路作ってください。山の奥の方。人が少ない。民

間がバス運営できなくなった。市がバス買い取り

ます。自分でやってください。商店街の空き地で

子育て支援センター。僕が知ってる子育て支援セ

ンター。こんな価値のものを地域の人が勝手にや

り始めている。 

・田舎だと旅行代理店ありません。旅行代理店、自

分たちで作った世界遺産に向けて、旅行代理店を

作って自分たちでお客さんを呼び始めました。今

はネットでくる。小さい旅館のお兄さん、英語喋

れる、ビューローの人たちと手をくんで、ビュー

ローが金を貸す。たいして話ではないが、自分た

ちで作りはじめた。ＤＭＯ作ろうと。 

・農家ではお母さんが内職をしています。それを今

は道の駅ビジネスが大きくなったので、売り始め

ました。だんだん売れ始めていって、企業の形み

たくなってくる。キャッシャーがいる。だんだん

企業がみたいになってくる。こういったところに

高齢者が遊びに来る。デイサービス、介護に認定

こういったところで夕食の配食サービスをしよう

と、地方なりの福祉ビジネスをやっていこうと。

ゆずのジュースを作ろうか、跡地を使って何かし

ようかと。若い人たちがいなくなる。自分たちで

やろうか。地域なりの人口がいればスーパーもガ

ソリンスタンドも成立します。行政が計画を立て

て、全てを行政がして、市議会議員も評論家でよ

かったと思います。今は違いますよ。議会の人た

ちも変わりますよね、今までの形とかわりますよ

と。世の中の動きが変わっていて、計画を役場が

作る。新たな公。 

（塩山研究員） 
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２-３ 自主研究助成「丹波の森構想 20 周年以降

の地域づくりについての調査」 

 

●研究の背景と目的 

・丹波の森構想が策定されてからの２０年は、丹波

地域のインフラの充実、交通の利便性アップ、景

観整備などと相まって「おいしい丹波」のイメー

ジが形成されるなど、丹波地域は大きな変化の時

代であった。 

・丹波の森構想の評価・検証（平成 21 年 3 月）で

は、構想による大きな成果を確認されたが、同時

に森構想に基づく地域づくりや人づくりを推進す

る上で多くの課題もあげられた。 

・特に、活力ある地域づくりに欠かせない「経済的

視点」や、「企業との連携」について、構想策定時

には積極的な展開策が示されておらず、新たに取

り組む課題となった。 

・また、近年の社会情勢の変化は、経済環境の悪化、

少子高齢化、限界集落問題など深刻な問題も顕在

化してきている。 

・丹波の森構想の評価・検証では、これらの課題に

応えるため今後の展開の基本方向として 

①丹波大連携の推進－グレーター丹波構想（京都

丹波や但馬などともっと連携し「丹波地域」を創

りあげていくという構想） 

②次世代の担い手育成と刺激的な学習機会の創造 

③地域資源の再発見と新産業への展開 

を基本的な課題としてあげ、「もりびとになって 

たんばらしさを楽しもう」を合い言葉に９つの提

言を行っている。 

・本研究では、平成 30 年度に丹波の森構想 30 周

年を迎えるにあったって、構想 20 周年の評価・

検証委員会で提案された「丹波の森構想９つの新

展開」について、９つの提言内容を確認するとと

もに、評価・検証以降の取組現況および課題等を

整理した。 

 

提言１：環境と経済が結びつくための仕組みづくり 

・地球環境が大きく注目される時代を迎え、環境を

経済活動の中に組み入れる必要性が今後ますます

高まりつつある。 

・丹波地域はその恵まれた自然と大都市圏との近接

性により、環境にやさしい農業、環境にやさしい

暮らしを展開するための好適地であり、経済の仕

組みに環境が組み入れられることを想定し、次の

ような取り組みを継承すること提言している。 

●農地や里山などの田園環境の適切な管理と継承 

●低農薬、環境低負荷型の農林業の展開 

●地産地消のための仕組みづくり 

●将来の農業生産規模拡大に向けた担い手の養成や、

設備などの環境整備 

【現況と課題】 

・むらしごと支援事業の実施（県） 

・国の「農地・水・環境保全向上対策」により、農

地の適切な保全管理が進められている。 

・環境創造型農業支援事業の実施（県） 

・ＪＡにおいて、生産履歴記録制度を実施中 

・丹波ささやま特産物振興ビジョン２０１０で各種

の施策を展開中 

・ＪＡの直販所、おばあちゃんの里、道の駅、日曜

朝市等で各種農産品を販売中 

・学校給食への食材提供 

・たんば集落営農元気アップ事業の実施（県） 

・篠山市の（有）グリーンファームささやまにおい

て、農業の担い手育成を図っている 

・木質バイオマス供給施設オープン（丹波市） 

・市島ユーキが有機ＪＡＳ規格認定（丹波市） 

【評価】 

 ・近年の環境や安全安心に対する意識の向上、ま

た、地球温暖化防止策としての太陽光発電などの

自然エネルギーの活用などが注目され、その経済

的価値も高まりつつある。 

・特徴的な農産物を生産している丹波においては、

そうした強みを活かしながら、環境保全や安全安

心の観点から、今後さらに重要度が増すものと考

えられ、積極的な取組みが必要である。 

 

提言２：恐竜・哺乳類化石などを活かした環境学習

の拠点 

・篠山層群では、恐竜化石・最古の哺乳類化石など

希少な化石が発見された。特に平成１９年に発見

された丹波市の恐竜化石については、国内はもと

より、世界的にも貴重なティタノサウルス型類の

全身骨格の発掘に注目が集まっている。 

・これにあわせて多くのファンが現地に押し寄せ、

観光資源の目玉としての価値が高まっているが、

それだけでなく、里山づくりやオオムラサキなど

地元の自然や環境学習に対する機運も高まり、ま

さに環境学習のための資源としての価値も指摘さ

れつつある。 

●博物館などの専門機関との連携による継続的な学

習プログラムの展開 
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●地元の自治会などと協力したまちづくり活動の継

続と地元の人々の化石と周辺の自然環境に対する

価値認識の向上 

●化石だけでなく、植物や動物、地質、景観などに

関する学習のための担い手の養成 

【現況と課題】 

・人と自然の博物館との連携（県・両市） 

・環境学習ガイドブックの作成（県） 

・化石発掘体験事業の実施（県・両市） 

・丹波路魅力発見ウォーク、丹波恐竜エコツアーの

実施（県） 

・丹波の森わかもの塾～ふるさと丹波知的探求事業

～の実施（県） 

・恐竜・ほ乳類化石などを活かしたプロジェクトの

推進（県） 

・委員会を設置し、活用方策を策定（篠山市） 

・恐竜の里づくり計画の完成（丹波市） 

・この指とまれプロジェクトの推進（丹波市） 

・丹波地域恐竜化石フィールドミュージアム構想の

策定（県） 

・丹波地域恐竜化石フィールドミュージアム構想推

進事業の展開（県・両市） 

【評価】 

・この提言については、平成 26 年度に策定された

「丹波地域恐竜化石フィールドミュージアム構

想」において、地域の貴重な資源と位置づけ、学

術的な調査と共に、化石発掘体験を通して特色あ

る環境学習が展開されている。 

・今後は、ツーリズムなどと結び付けた丹波の特色

ある「環境学習ツーリズム」の展開が可能であり、

これまで整備された多様な施設をネットワークす

る積極的な取組みが望まれる。 

 

提言３：安心・安全実現のためのコミュニティづく   

    り 

・丹波地域において、深刻化する少子高齢化と、地

域医療を守る困難性が顕在化してきた。 

・厳しい社会背景における丹波地域の展開を考える

と、様々な取り組みについて選択と集中をはかる

必要があると考えられるため、今後、特に“たん

ばの強み”に力を入れる工夫を行いながら、次の

ような事業展開が必要になる。 

●コミュニティによるバックアップ 

・濃密な地域のコミュニケーションや、祭事などの

イベントの強化 

・声掛け運動などを通した日々の安否確認の実施 

・高齢者などに地域活動に参加してもらう場面を増

やすことにより、地域力の向上と参加者自身の健

康づくりや生きがいの向上 

・医師確保のための住民による支援運動の推進 

・ふれあいバス等の運行による高齢者などの交通手

段の確保 

●安全・安心の基盤作り 

・「都会に近い田舎」として、近隣の都市部との交流

や、合併後の新しいまちづくりを支える地域間連

絡道路の整備 

・土石流、がけ崩れなど、土砂災害危険箇所の解消 

【現況と課題】 

・自治会による活発な地域活動の実施 

・愛育会活動を実施（篠山市、丹波市） 

・老人クラブ活動を実施（篠山市、丹波市） 

・「県立柏原病院の小児科を守る会」による医療に理

解のある地域づくり。 

・鴨庄ふれあいバスの地元ＮＰＯによる運行（丹波

市） 

・コミュニティバスの運行（篠山市） 

・ため池安全・安心の推進、維持管理防災対策の策

定 

・危険ため池、急傾斜地等のパトロール実施 

・平成 26 年の丹波市豪雨災害からの復興（丹波市） 

・栗柄ダム竣工（県） 

【評価】 

・平成 26 年 8 月の豪雨災害は、過去の被害を大き

く上回る大きな災害であった。予測できない自然

災害があると言うことを強く認識させられ。たも

のであった。 

・今後は、土木的な災害防止と共に、山林・河川・

農地などの自然環境と一体となった災害防止対策

が望まれる 

 

提言４：丹波の森エコミュージアム群の形成 

・丹波の自然・歴史文化・暮らしといった様々な地

域資源は、1 つ１つが輝きを持つものであり、そ

れらを繋げて観光や教育に活かしていくといった

エコミュージアム（地域まるごと博物館）づくり

が望まれます。 

●教育や観光への活用 

・歴史地区においては、伝統的建造物群保存地区同

士（例えば出石町など）が連携したテーマ型ツー

リズムの推進 

・土日などの休日には、自宅で家庭料理のお店を出

すなどの「実験的取り組み」の実施 
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・地域資源を整理したガイドブックや副読本の作成 

・家の中にある文化度の高いお宝（建築図面）や趣

味の活動（竹細工，生け花）などの資源を地域の

記憶としてアーカイブ化し、教育や観光への活用 

・廃校や空き家を企業に貸し出すなど、遊休施設の

積極的活用 

・地域と学校、企業などが連携した伝統文化継承活

動の推進 

●担い手づくりおよび地域連携 

・より多くの大学や研究機関と協定を結び、産学官

が連携した新たな地域活性の方向性やアイデアの

提案 

・丹波地域のＮＰＯ団体等と連携し、丹波のみなら

ず、阪神間等への積極的な事業展開 

・篠山地区では、歴史的建築物の修復技術に優れた

左官職人が多いので、職業訓練所と連携し、人材

育成と景観修復をつなぐ取り組みの展開 

・様々な学習機会で得た知識、技術、ノウハウを活

かして、住民が主体となった地域活動、文化活動

を促進するマッチングの仕組みの構築 

【現況と課題】 

・農村、都市コミュニティ共生モデル事業：神戸大

学農学部地域連携センターと都市部のＮＰＯ法人

等との連携 

・県民交流広場事業を活用した農産物直売と農の体

験。丹波地域と神戸地域との人と物の交流を図

る：長田、篠山、丹波の大バザール 

・篠山技能高等学院において、篠山市左官技術研究

会による研修会を実施 

・丹波地域人材確保協議会の開催（県） 

・丹波の森大学、丹波ＯＢ大学受講生の活用、市民

研究員制度の推進 

・丹波地域恐竜化石フィールドミュージアム構想の

策定（県） 

・丹波地域恐竜化石フィールドミュージアム構想推

進事業の展開（県・両市） 

【評価】 

・今後、丹波地域恐竜化石フィールドミュージアム

を丹波の森エコミュージアムとして、拡大化を図

り、地域の自然文化歴史資源はもとより地域の農

林業や文化を体験できる「たんばのもの・こと」

体験ミュージアムと発展・展開することが望まれ

る。 

・こうした取り組みは、地域振興と環境（自然・文

化・歴史など）を保全・活用することとなる。 

 

提言５：丹波地域らしい景観の継承と創造 

・丹波地域らしい風景を継承する活動の多くは、そ

の地で産業や農業を展開する住民によって支えら

れている。そういった生業のある風景を維持する

ため、多様な担い手づくりや、景観形成地区指定

などの制度整備の検討が必要である。 

・県の緑豊かな地域環境の形成に関する条例（緑条

例）には、森林保全やミニ開発の抑制、さらには

市民の主体的なまちづくり活動を誘発する効果が

ある。この緑条例に基づく地域づくり計画をさら

に多くの地域で策定し、市民との協働のもと計画

的に丹波の森を維持・継承する活動が望まれる。 

●生業のある風景の継承と創造 

・立杭地区をはじめ、より多くの「景観形成地区」

の指定 

・ブランド力のある農作物と、「地域の風物詩」や「そ

れを用いた料理」などとの複合化による観光が展

開 

・営農組合等の各主体が農地を買い入れ、農業をや

りたい人たちに貸し出す仕組みの検討 

・農業は特に農繁期に人手不足が生ずるため、その

期間だけのパートタイマーや、援農ボランティア

など、人材バンク設立 

・農業塾の実施による農業の担い手の増加 

・農業をしながら窯業もする、このような兼業のラ

イフスタイル（半農半Ｘ）の実践 

●市民活動による風景づくりの推進 

・たんば風景街道戦略プランに基づき、パートナー

シップ組織「たんば道えにし」を中心とした道の

風景づくりの推進 

・ひょうごアドプト制度を活用し、道路や河川等の

地域住民による清掃美化活動の推進 

・市民・企業・行政の協働による森づくりの拡大 

●緑条例による地域景観の維持・継承 

・それぞれの地域の魅力資源を再認識しながら「地

区整備計画策定地区」の増加 

・緑条例の効果について「定期的な評価・検証」の

実施 

・計画策定後の「地区間のネットワーク形成」の展

開 

・「専門家の助言を受ける仕組み」の構築 

【現況と課題】 

・農繁期など、農村で人手を必要としている時期に

学生や市民が手伝いに伺い、一緒に働き、コミュ

ニケーションを図ること、農業農村をサポート（援

農）することを目的として、神戸大学農学部地域
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連携センターが地域おこし協力隊を集落支援に活

用するとともにコーディネーションを行っている。 

・篠山市福住地区が重要伝統的建造物群保存地区に

選定（篠山市） 

・篠山城下町地区が「都市景観大賞」受賞 

・「日本遺産」の認定（篠山市） 

【評価】 

・丹波地域らしい景観は、森林・河川などの自然、

農地、伝統的なまちなみ・集落などが相まって美

しい景観を形成している。従って、多面的かつ包

括的な景観形成指針である緑条例による地域景観

の維持・継承が強く求められるところである。し

かし、縦割り行政スタイルでは難しく、市民レベ

ルでの意識向上を図ることが重要である。 

・丹波らしい景観に対する基本的な意識を醸成した

上で、各分野での取組が効果を上げることとなる。 

 

提言６：空き空間の戦略的活用 

・少子高齢化の進展、担い手の高齢化・減少、郊外

型商業集積に伴う中心市街地の衰退（まちの空洞

化）などに伴い、丹波地域でも「空き空間」対策

が大きな課題となっている。 

・地域（周辺地域を含む）による活用・支援はもと

より、民間企業、ＮＰＯなどと連携し、休耕地と

空き家をセットで売り出す仕組みの構築など空き

空間を戦略的に活用していく仕組みづくりが必要

である。 

●限界集落、空き家屋・空き店舗、耕作放棄地、放

棄林など地域における「空き空間」の実態把握 

●企業の森づくりなど既に取り組みが始まっている

が、地域住民に地域の様々な空き空間の存在を知

ってもらい、地域で支援していくという意識の向

上 

●地域全体で空き空間を支援していくための体制づ

くり、組織づくりを行うとともに、空き施設を活

用した交流拠点づくりの検討 

●大学や企業が、空き空間を活動のフィールドとし

て利用できる仕掛けづくりを行うなど、若い人材

等を外部から取り込みながら活性化していく方策

の検討 

【現況と課題】 

・たんば田舎暮らしフォーラム実行委員会の支援 

・丹波田舎暮らし交流フェアの支援 

・田舎暮らしワンストップサービスの窓口設置（県

民局） 

・定住促進事業を本格実施（篠山市） 

・「篠山暮らし案内所」の設置（篠山市） 

・丹の里田舎暮らしワンストップ相談サービスの開

始（丹波市） 

・元気な地域づくり特別事業の実施（丹波市） 

【評価】 

・移住、定住に関する様々な取組みがなされており

空き家や休耕田の活用が注目されるようになって

いる。 

・ただ、実績効果は大木とは言えず、これまでの団

塊世代が中心であった移住・定住から若者の仕事

と住まいと言う観点から新たな展開が必要とされ

る。 

・空き空間の活用にあたっては、それを活用し、移

住・定住者の目的の分析、雇用や地域交流など、

人を中心とした取り組みが求められる。 

 

提言７：｢丹波ブランド｣の継承と創造 

・「丹波」という言葉には、“ほっこりとした”、とか、

“故郷を思い起こさせる”というようなイメージ

がある。丹波地域で生産される農産品は、このイ

メージに加え、安全で良質であることを追求し、

「丹波ブランド」としての大きな評価を得ている。 

・この「丹波ブランド」の評価をさらに高めるとと

もに、農林業を発展させ、地域活性化につなげる

ため、産、学、官で取り組みを進め、地域資源の

新たな活用方策を検討する。 

・丹波の農業の従事形態は、認定農業者や農業法人

などの大規模化が進んでいるものの、まだまだ兼

業農家が大半を占めており、高齢化の進展に伴う

農家戸数の減少や、耕作放棄地の増加といった課

題が顕著になっている。 

・また、外国産材の輸入が難しくなり、国産材が見

直されている状況のなか、林業の振興が課題とな

っている。このため、農林業の多様な担い手の育

成により、適正な生産体制の構築や、特産物の品

質向上が望まれている。 

●「丹波ブランド」の評価を高める 

・農業者が「丹波ブランド」を再認識することによ

り、流通業者や販売業者、また消費者の生の声が

届くトレーサビリティシステムの構築 

・地産地消により、地域住民へ「丹波ブランド」の

浸透 

・地域の特産品を普及することにより、「丹波ブラン

ド」として、食の安全安心を確保 

・子どもたちに「丹波ブランド」の良さを伝えるこ

とにより、丹波の愛郷心の育成 
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●既存資源の活用 

・田舎に伝わる技術を伝承する人材の育成（丹波木

綿、炭焼き、檜皮葺きなど） 

・藁葺き民家、せせらぎ、里山など、郷愁を誘う風

景が丹波には残っており、これらを活かした田舎

暮らし体験など、「丹波ブランド」としてのツーリ

ズムの仕掛けの提案 

・マラソン大会や、ハングライダーなど、スポーツ

イベントを発展させ、スポーツ・健康産業都市づ

くりの推進 

●関連する取り組みの強化 

・「丹波の暮らし塾」として、地域や個人の「知」と

「技」を洗い出し、「丹波ブランド」としての達人

のデータベース化 

・農林業の後継者育成のため、青年層の農林業への

参加促進 

・林道整備や、林業従事者の確保による、丹波産木

材の供給量増加 

・京阪神から５０ｋｍ圏という丹波の立地条件を活

かし、丹波地域の特産品（ブランド）を活用出来

る企業の誘致 

【現況と課題】 

・「丹波ブランド認証制度」による差別化が進んでい

る 

・ＮＰＯ法人「いちじま丹波太郎」では、野菜の栽

培履歴情報をホームページで提供 

・地元の生活者が地場生産物を消費することにより、

生産者を支える好循環の構築を図る 

・「地域団体商標制度」による偽物の排除による安全

安心の確保 

・食育基本法の施行による「食農教育」の推進、小

学校などで「料理クラブ」の創設 

・青垣や西紀地区で丹波木綿保存会を結成し、技術

の継承に取り組んでいる 

・「ささやまの森公園」では、冬場に炭焼きプログラ

ムを行い、炭焼き体験が出来る 

・山南町の村上社寺工芸社などにおいて、檜皮葺の

後継者育成を進めている 

・平成２１年の春期に行われた「あいたい兵庫デス

ティネーションキャンペーン」により近畿圏への

ＰＲが進んでいるため、集客イベントを支援する 

・「丹波篠山築城４００年祭」集客支援事業によるイ

ベントの実施 

・篠山ＡＢＣマラソン、グリーンパーク青垣でのハ

ングライダー 

・「丹波の森市民研究員制度」の充実 

・農業インターン制度の確立 

・新規就農者の受け皿整備 

・(有)グリーンファームささやまの活用 

・丹波地域森林ビジネス創出支援事業の推進 

・市島ユーキが有機ＪＡＳ規格認定 

・丹波の魅力ある農産品のＰＲ強化「丹の里-秋の味

覚フェア」開催 

【評価】 

・近年特に、地域活性化策として注目を浴び、多様

な取組みが実施され、丹波ブランドの評価は高ま

っている。 

・今後は、若者世代にも共感や希望が持てるような

形での取組が望まれる。 

 

提言８：｢食と農の産業クラスター｣形成と、そのた

めの「コア機能」の確立 

・「食と農の産業クラスター」では、地域で産出され

る食材について、農業者、農業関連産業、食品産

業、販売者などと、行政機関や研究機関が連携し、

新たな製品、販路、地域ブランドなどを創出する

ことを目的とした集団の意味として使われている。 

・現在の農業が抱える課題として、後継者不足、遊

休農地の増大、輸入農産物の増加などがあり、こ

れらの課題を解決するための新しい枠組みとして

「食と農の産業クラスター」が注目されている。 

・これらの異業種の連携により、農畜産物や技術等

の新しい価値を創造し、農業のみならず工業・商

業を含む地域産業全体の発展をめざす取り組みが

望まれている。 

●「産業クラスター」を推進する「コア機能」（コー

ディネータ機能＝産業活性化への企画、調整、推

進機能）の形成 

●関連産業がスクラムを組み、地域全体で活性化を

めざす取り組みの展開 

●産業グループごとの、活性化のための主体育成と

確立 

・個人的な異業種、又は同業種中心の交流グループ 

・団体や組織などが連携した産業コンソーシアム（協

会、組合） 

・協同組合など、法的裏付けのある組織 

・産業支援を目的とするＮＰＯ法人 

・企業などの営利法人 

●農作物等の地域資源や地域環境を活かした産業集

積、企業立地の促進 

【現況と課題】 

・商工労政課に商工振興専門員を配置している（県
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民局）   

・企業紹介フェアの実施、企業誘致適地マップの作

成（県民局） 

・農村地域工業導入法による工業団地への企業誘致

に向け、専門員を配置してＰＲに努めている（篠

山市） 

・新産業創造課において企業誘致を図っている 

【評価】 

・様々な取組みが実施されているが、工業団地や企

業誘致は重要であるが、現代の高齢化社会の中で

の産業のあり方を考え直すべき時に来ていると思

われる。 

・丹波らしい「食と農」のあり方を考えるとともに、

地域の持つ農産物資源や伝統文化を活かし、地域

産業クラスターの形成やソーシャル・イノベーシ

ョンの展開を検討が望まれる。 

 

提言９：地域連携による都市との交流と担い手の育         

    成 

・森構想の理念の一つである「都市との交流」を通

じて、丹波の良さをＰＲすることで、地域産業の

振興や若者の定住の促進を図るため色々な事業展

開が可能になる。 

・また、丹波地域で生産される特産物のブランド化

を推進するとともに、後継者の育成強化を行うこ

とにより、生産能力のアップにつなげる。 

●様々な地域資源の活用 

・夏祭りや、収穫祭など、農村交流の取り組みや、

地域イベントへの参加システムの構築 

・市民農園の拡大による丹波へのリピーターや、里

山オーナー制など山と親しむ機会の提供 

・里山ウォークディや、鉄道を利用したツーリズム

企画のタイムリーな立案 

・安心安全な特産物の生産及び認証制度で丹波をＰ

Ｒし、丹波との交流を希望する層の拡大 

・県民緑税などを活用した里山林の整備促進と、「企

業の森」のような事業を通じたボランティアによ

る保全活動の推進 

●交流ノウハウの普及 

・田舎暮らし交流フェアなど、呼び込むための仕掛

け作りとインターネットでの情報提供 

・農業従事者の担い手育成を強化し、生産力を高め

るとともに、交流の仕掛け人としても活躍出来る

人材の確保 

・森構想の域外企業への発信による企業のＣＳＲ活

動の誘引 

・ボランティア活動による地域づくりなど、地の利

を活かした都市と農村の交流手法の普及 

・交流の最初の窓口として、都市と農村を取り持つ

コーディネーターの設置 

・県民交流広場を活用した交流ネットワークづくり 

●交流→半定住→定住の段階的な移住支援 

・潜在的移住希望者を定住に繋げるため、市民農園

などの半定住施設へ誘導 

・半定住の顧客を多自然居住モデル住宅など定住施

設に誘導する仕掛けづくり 

●丹波地域の強みを活かしたメッカの創造 

・“子育てメッカ”：子育て環境としての強みは自然

環境であり、それを活かした子育てのあり方を議

論し、里山での保育やチルドレンズミュージアム

（篠山市）の活用などの提案 

・“自給自足のメッカ”：市民農園のニーズは非常に

高いことから、その利用者を対象とした丹波地域

での自給自足の暮らしのＰＲ 

【現況と課題】 

・美しい地域づくり推進モデル事業の実施状況をホ

ームページで公表 

・国の構造改革特区申請により、個人が市民農園を

開設出来る（篠山市） 

・丹波おおやま、福住、大渕の森で里山オーナー制

を実施中（篠山市） 

・「ぶらり丹波路」においてホタル鑑賞やウォークイ

ベントなどを紹介し、誘客を図っている（県民局） 

・地域団体商標制度による安心・安全な特産物の生

産 

・里山防災林整備、針葉樹と広葉樹の混交林整備 

・企業の森づくりを油井地区、曽地中地区、宮代地

区、遠阪地区、大名草地区、成松地区の 6 か所で

実施  

【評価】 

・丹波らしい景観、食と農などの様々な丹波ブラン

ドをネットワーク化することで、新たなイノベー

ションやツーリズムの展開が図られる。また、そ

れぞれの個性のブラッシュアップと新たな魅力創

造が望まれるところである。 

・これらを都市交流に結び付けるための情報提供（イ

ンターネットやＳＮＳなど）を図るとともに、フ

ィールドミュージアムと言う枠組みの中で、ネッ

トワークを考えて行くことが望まれる。 

（門上幸子研究員） 

 

 


